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研究成果の概要：アメリカの「表現の自由」論に対して，フェミニストが批判するトピックの

１つであるポルノグラフィーについての議論に着目し，ポルノグラフィーをめぐってアメリカ

憲法解釈とフェミニズムの議論がどのような理論関係にあるのかを整理した上で，この対立を

解消するための，又はフェミニズムの批判に応えるための理論的な前提条件（フェミニズムの

批判に応えるために採りうるアメリカ合衆国憲法第一修正解釈のバリエーション）を提示した。 
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１．研究開始当初の背景 
 研究を開始した当初，アメリカ憲法学にお
いて，「表現の自由」理論が揺らいでいると
いう状況があった。表現の自由の持つ価値か
ら，表現の自由は従来より保障が重んじられ
ていたが，その理論状況に揺らぎが生じてい
たのである。その揺らぎとは，ヘイトスピー
チ（hate speech）やポルノグラフィー
（pornography）などの差別的表現がその攻
撃対象となる人々を傷つける度合いが強烈
であり，その強烈さは人権侵害にあたるので
はないか，と議論されたことに端を発する。 
 従来の表現の自由理論においては，ごく限
られたカテゴリーのもの以外は，基本的に表

現は自由であるべきであり，その限られた表 
現の自由の例外もできるだけ限定されるべ
きである，と考えられていた。表現の自由が
持つ個人的価値，社会的価値の重大さゆえで
ある。 
 しかし，差別的表現について，差別的表現
は対象となった人を精神的に傷つけるが，そ
れは肉体的に傷つけるのと同等である，とか
そうした差別的表現はもはや表現ではなく，
差別的行為そのものであるといった主張が
なされた。そして，そうした主張には一定の
説得力が認められた。そうした訴えの強さは，
従来型の表現の自由理論がそのままで良い
のか，という理論的解決を求めるものであっ
た。 



 こうした「表現の自由」が揺らぐという状
況に関心を持ち，従来型の表現の自由論がこ
の後も憲法解釈として妥当であるか，それと
も選択すべき表現の自由理論が他にあるの
かを探ろうとしたのが本研究である。 
 
２．研究の目的 
 前述のような背景から，多様な属性，多様
な価値観を持つ人々から構成される現代社
会において，選択されるべき表現の自由理論
とはいかなるものなのかを明らかにしよう
とするのが，本研究の目的である。 
 しかし，この目的はあまりにも漠然として
いる。そこで，差別的表現のなかでもポルノ
グラフィーに着目することで，表現の自由の
個別テーマの１つにおいて，この問題設定を
どのように考えるべきかを研究目的とし，上
述の漠然とした研究目的を具体化しつつ，研
究対象を限定し，現実的な研究になるように
した。 
 すなわちポルノグラフィーを規制せよと
訴えるフェミニストの議論と，従来型の表現
の自由理論に基づくポルノグラフィーの規
制に消極的な議論を整理したうえで，どのよ
うな憲法解釈であれば，両者のコンセンサス
は得られるのか，どのように憲法解釈として
考えれば良いかを探ることとした。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は，文献読解に基づき，問題の
構造を明らかにしつつ，問題について論述し，
研究成果を活字化した。専攻する学問の性質
上，主な研究方法はこのような資料収集，文
献読解に基づき活字化するということであ
るが，論文や研究成果が現実社会から乖離し
ていないか，机上の理論となっていないかを
確認するために，外国出張の際は，資料収集
だけでなく，当該研究テーマに関する現実や
社会的意識などを調査するようにした。その
結果，やはり文献で得た情報と現実のギャッ
プを感じる部分もあり，その点も加味した上
で研究成果をまとめた。アメリカ憲法解釈は，
現実政治や現実社会に影響を受ける部分も
少なからずあり，アメリカ出張において憲法
学シンポジウムに出席し，アクチュアルな議
論に接したことは，研究成果にとって直接的
にも間接的にも重要な効果をもたらしたと
考える。 
 
４．研究成果 
 本研究課題は，上記のような背景，研究目
的から，アメリカ憲法解釈においてポルノグ
ラフィーの問題がどのように論じられてい
るか，とりわけポルノグラフィーを規制せよ
と主張するフェミニストとそれに対抗する
立場である従来型の「表現の自由」理論の立
場の理論衝突を如何に克服するかというも

のである。すなわち，本研究課題の題目にあ
るように，アメリカの「表現の自由」理論は，
フェミニストからの批判に如何に応えるか
というものである。 
 具体的には，ポルノグラフィーをめぐって，
アメリカ憲法解釈においてフェミニストの
主張をいかに取り入れるべきかについて検
討した。前述のように，伝統的な「表現の自
由」論においては，自由な表現が個人にとっ
て又は社会にとって非常に重要であること
から，ポルノグラフィー規制や表現規制に対
しては消極的である。そうした議論に，ポル
ノグラフィーは「表現」ではなく性差別的行
為であり，女性の平等権を侵害すると批判し
たのがラディカル・フェミニズムと称される
キ ャ サ リ ン ・ マ ッ キ ノ ン （ Catharine 
Mackinnon）の議論であった。この議論を契
機に，ポルノグラフィーは憲法上議論される
ことになったが，この主張をどのように受け
止めるか，すなわち伝統的な表現の自由論と
の理論的断絶を如何に克服するかが本研究
の問題関心であった。 
 マッキノンはポルノグラフィーによる深
刻な被害を訴えた。弁護士としての彼女のも
とへ寄せられたポルノグラフィーによる深
刻な被害は，生々しく現実味のあるものであ
り，彼女の議論に一定の説得力をもたらした。
そして，アメリカ憲法第一修正解釈に揺らぎ
をもたらしたのである。 
 しかし，マッキノンの立場，すなわちポル
ノグラフィーを定義し，限定を一定程度加え
た上でのポルノグラフィー規制の主張は，従
来型の表現の自由理論からすると，ポルノグ
ラフィーがいかに低俗でいかに無意味な表
現であったとしても，それを規制することは，
国家による表現規制であり，表現市場に対す
る介入であり，「思想統制」につながるとし
て受容れ難いものであった。この理論的断絶
は大きい。どのように考えれば，この断絶は
克服されるのだろうか。 
 そこで，本研究では，マッキノンの立場と
従来型の表現の自由理論の理論的対立を，さ
しあたりポルノグラフィーをめぐるフェミ
ニズムとリベラリズムの対立であると見立
て，その対立を解消する，すなわち，リベラ
リズムとフェミニズムを一直線上の両端と
考えたとき，その直線内部に存在する議論が
ないかを探った。そうした議論は，フェミニ
ズムとリベラリズムの議論を，ある意味で折
衷するものであり，両者の理論的対立を克服
し，多様な社会において採択されるべき憲法
解釈である可能性がある。 
 そうした議論は，リベラリズムの考えに近
いものとフェミニズムの考えに近いものと
があるはずである。そこで，第一段階として
リベラリズムの考えや従来の表現の自由論
を前提にしつつもフェミニズムの議論に理



解を示す第一修正解釈を検討した。具体的に
は，キャス・サンスティン（Cass Sunstein），
オーウェン・フィス（Owen Fiss），ロバー
ト・ポスト（Robert Post）であり，そうし
た議論がアメリカ憲法解釈においてどのよ
うに評価されているかも併せて参照した。 
 サンスティンのポルノグラフィーに関す
る議論では，ポルノグラフィーの被害に着目
した上で，ポルノグラフィーを低い価値の言
論であるとすることに１つの特色があった。
サンスティンはポルノグラフィーを定義し
なおすなど，マッキノンの議論に完全に同意
するわけではないが，彼女の議論に対する歩
み寄りを確認できる。フィスのポルノグラフ
ィーに関する議論では，言論の自由にとって
政府を敵であると考える従来の考えからの
転換が提案されていた。政府は言論の自由に
とっての友達にもなりうると議論するフィ
スは，ポルノグラフィーの沈黙効果に着目し，
一定のポルノグラフィーに関する規制を考
慮する理論的可能性を示した。ポストは，表
現の自由理論がいまや再考の時期にきてい
ると述べる。それは，マッキノンのポルノグ
ラフィーに関する議論に説得力を認めてい
るからであるが，同時に表現の自由の原理論
レベルでの慎重な考量が必要だと言う。 
 これらの議論は，それぞれは異なるものの，
伝統的な表現の自由理論とフェミニズムの
対話可能性を探り，対話するための理論的前
提条件を提示した点では共通しており，それ
ぞれが採りうる憲法解釈であると考えられ
た。 
 第二段階として，フェミニストに近い側か
らも，従来型の表現の自由理論に歩み寄る議
論はないかを検討した。まず指摘できるのは，
フェミニストの議論も一枚岩ではないとい
うことである。マッキノンは非常に影響力の
あるフェミニストであるが，彼女とは立場を
異にするフェミニストも多様に存在する。フ
ェミニストでありながら，ポルノグラフィー
の分野において従来型の表現の自由理論を
妥当だとする者も存在する。 
 そうした多様なフェミニストによる議論
のうち，特にポストモダン・フェミニズムの
議論に着目した。ポルノグラフィーの議論に
おいて，フェミニズムとしての立場を保持し
つつも，伝統的な表現の自由理論にアプロー
チする議論を検討したのである。そこで参照
したのは，ジュディス・バトラー（Judith 
Butler）やドゥルシラ・コーネル（Drucilla 
Cornell）であり，特にコーネルの議論が本
研究課題にとって有効であるように考えら
れた 
 コーネルは，ある種のポルノグラフィーに
ついて，それが女性のイマジナリーな領域
（The Imaginary Domain）を侵害するもので
あり，時には自己のアイデンティティを再想

像することを困難にさせるようなものであ
ることを認め，彼女の考えるゾーニングとい
う手法で規制することを提案する。彼女が考
えるゾーニングは，ある通りの店舗のショー
ウィンドーにポルノグラフィー素材を展示
することを禁じる規制である。ポルノグラフ
ィーが見せつけられないことにより，女性だ
けではなく，社会を構成する各人のイマジナ
リーな領域が担保され，各人はそれぞれの性
的イマジナリーを開花させることが可能に
なる。また，ある種のポルノグラフィーがそ
の内容とともに強制的に人々に見せつけら
れることによって，社会や個人に植え付ける
性的ステレオタイプからの解放も可能にな
る。そうして，性的ステレオタイプから自由
になり，女性は自己を再想像することが可能
になる。女性はそうして自己を書き換えて行
く潜在的な力があるのだと彼女は言う。 
 コーネルの議論は，フェミニストとしての
立場を持ちつつも，女性だけではなく男性に
対しても当てはまる権利概念，自由の概念を
用いており，ある種の普遍性が認められる。
その権利概念はメタレベルであっても，帰結
する第一修正解釈は，先に出た特別かつ限定
的なゾーニングなど従来の表現の自由理論
が受容れやすいものである。そうした意味で，
コーネルの議論は，フェミニストの側から従
来の表現の自由理論にアプローチする有力
な議論だと評価する者もいる。その意味で，
採りうる憲法解釈の１つと言えるのではな
いかと考えた。 
 このような研究から，今年度の研究課題で
ある伝統的な表現の自由理論がフェミニズ
ムの批判に如何に対応するかについての試
論をまとめた（後述の５で挙げた論文）。 
 同時に，コーネルの議論がフェミニストで
ありながら従来型の第一修正解釈に接合可
能性が高いと評価されながらも，その理論的
問題が指摘されていることを取り上げ，フェ
ミニズム法理論は，アメリカの伝統的な表現
の自由理論を揺るがすほどのダイナミズ
ム・影響力を内包しているが，同時にフェミ
ニズム法理論内部のジレンマも存在し，その
解消という困難な理論的課題も求められて
いることも結論の一つとした。 
 本研究課題では，採りうる憲法解釈のヴァ
リエーションを示した。しかし，そのうちの
どれがもっとも多様な価値観が混在する社
会にフィットするものなのかという点につ
いては，そこまでを示すことはできなかった。 
 こうした理論的課題については，表現の自
由理論がもつ「普遍性」概念を更に探求し，
本研究課題において持った疑問を解明しつ
つ，今後取り組んで行きたいと考えている。 
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